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１  開 催 日 時 及 び 場 所  

日  時 ： 平 成 ２ ９ 年 １ ２ 月 ２ ２ 日 （ 金 ）  

午 後 ２ 時 ０ ０ 分 か ら 午 後 ３ 時 ３ ０ 分 ま で  

場  所 ： 流 山 市 役 所 第 ２ 庁 舎 、 ３ ０ ５ 会 議 室  

 

２  出 席 し た 委 員 及 び 職 員  

（ １ ） 審 議 会 委 員  

内 山  久 雄   （ 学 識 経 験 者 ）  

横 内  憲 久   （ 学 識 経 験 者 ）  

飯 田  直 彦   （ 学 識 経 験 者 ）  

古 川  敏 夫   （ 学 識 経 験 者 ）  

石 渡  烈 人   （ 学 識 経 験 者 ）  

小 倉  節 子   （ 学 識 経 験 者 ）  

岩 田  一 秀   （ 学 識 経 験 者 ）  

石 原  修 治   （ 市 議 会 議 員 ）  

加 藤  啓 子   （ 市 議 会 議 員 ）  

藤 井  俊 行   （ 市 議 会 議 員 ）  

乾  紳 一 郎   （ 市 議 会 議 員 ）  

加 藤  修 一   （ 市 民 委 員 ）  

戸 倉  慧    （ 市 民 委 員 ）  

根 本  嘉 生   （ 関 係 行 政 機 関 職 員 ）  
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※ 欠 席 し た 委 員  

小 名 木  紀 子  （ 市 民 委 員 ）  

（ ２ ） 職 員  

都 市 計 画 部 長  武 田  淳  

都 市 計 画 部 次 長  兼 都 市 計 画 課 長  長 橋  祐 之  

都 市 計 画 部 次 長  兼 宅 地 課 長  嶋 根  貴 俊  

河 川 課 長  中 西  辰 夫  

ま ち づ く り 推 進 課 長  小 野  満 寿 夫  

農 業 振 興 課 長  安 蒜  康 志  

農 業 委 員 会 事 務 局 次 長  秋 元  学  

農 業 委 員 会 事 務 局 職 員  中 里  友 希  

都 市 計 画 課 課 長 補 佐  駒 木 根  勝  

都 市 計 画 課 都 市 計 画 係 長  松 田  賢  

都 市 計 画 課 都 市 対 策 係 長  近 藤  英 樹  

都 市 計 画 課 職 員  佐 藤  健 太  

都 市 計 画 課 職 員  園 部  真 理 菜  

 

３  会 議 に 付 し た 案 件  

第 １ 号 議 案  流 山 都 市 計 画 平 方 ・ 中 野 久 木 物 流 施 設 地 区 地 区

計 画 の 決 定 に つ い て （ 付 議 ）  

第 ２ 号 議 案  流 山 都 市 計 画 用 途 地 域 の 変 更 に つ い て （ 付 議 ）  

第 ３ 号 議 案  流 山 都 市 計 画 高 度 地 区 の 変 更 に つ い て （ 付 議 ）  

第 ４ 号 議 案  流 山 都 市 計 画 運 動 公 園 北 地 区 地 区 計 画 の 変 更 に

つ い て （ 付 議 ）  

第 ５ 号 議 案  流 山 都 市 計 画 運 動 公 園 東 地 区 地 区 計 画 の 変 更 に

つ い て （ 付 議 ）  

第 ６ 号 議 案  流 山 都 市 計 画 運 動 公 園 南 地 区 地 区 計 画 の 変 更 に



3 

つ い て （ 付 議 ）  

第 ７ 号 議 案  流 山 都 市 計 画 新 市 街 地 セ ン タ ー 地 区 地 区 計 画 の

変 更 に つ い て （ 付 議 ）  

第 ８ 号 議 案  流 山 都 市 計 画 流 山 ９ 丁 目 地 区 地 区 計 画 の 変 更 に

つ い て （ 付 議 ）  

 

４  傍 聴 者  

  １ 名  
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５  議 事 の 概 要  

 

都 市 計 画 課  近 藤  

た だ い ま か ら 、「 平 成 ２ ９ 年 度 第 ２ 回 流 山 市 都 市 計 画 審 議 会 」

を 開 会 い た し ま す 。  

本 日 出 席 の 市 職 員 の 紹 介 を さ せ て い た だ き ま す 。  

都 市 計 画 部 長 の 武 田 で す 。  

都 市 計 画 部 次 長 兼 都 市 計 画 課 長 の 長 橋 で す 。  

都 市 計 画 部 次 長 兼 宅 地 課 長 の 嶋 根 で す 。  

河 川 課 長 の 中 西 で す 。  

ま ち づ く り 推 進 課 長 の 小 野 で す 。  

農 業 振 興 課 長 の 安 蒜 で す 。  

農 業 員 会 事 務 局 次 長 の 秋 元 で す 。  

農 業 委 員 会 事 務 局 職 員 の 中 里 で す 。  

都 市 計 画 課 課 長 補 佐 の 駒 木 根 で す 。  

都 市 計 画 課 職 員 の 松 田 で す 。  

同 じ く 佐 藤 で す 。  

同 じ く 園 部 で す 。  

そ れ で は 、 本 日 の お 手 元 の 資 料 確 認 を さ せ て い た だ き ま す 。

本 日 使 用 す る 資 料 は 、 事 前 に 送 付 さ せ て い た だ き ま し た Ａ ４ サ

イ ズ に 綴 じ ら れ た も の の １ 点 で 御 座 い ま す 。 お 持 ち で な い 方 な

ど い ら っ し ゃ い ま し た ら 事 務 局 ま で お 申 し 付 け く だ さ い 。  

な お 、 こ れ よ り 審 議 が 行 わ れ ま す が 、 本 日 の 都 市 計 画 審 議 会

委 員 １ ５ 名 の う ち 、 出 席 は １ ４ 名 の 参 加 を い た だ い て お り ま す

の で 、 過 半 数 を 超 え て い る こ と か ら 会 議 が 成 立 し て い る こ と を

御 報 告 申 し 上 げ ま す 。  

次 に 、 傍 聴 の 皆 様 に お 願 い い た し ま す 。「 傍 聴 者 の 遵 守 事 項 」

を お 守 り い た だ き 、 円 滑 な 議 事 の 運 営 に 御 協 力 を お 願 い 申 し 上

げ ま す 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

そ れ で は 、 こ の あ と の 進 行 に つ き ま し て は 、 内 山 会 長 に お 願

い し た い と 存 じ ま す 。  
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会 長 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

内 山 会 長  

 そ れ で は 、 審 議 会 を 開 催 し た い と 思 い ま す 。 宜 し く お 願 い し

ま す 。 会 議 次 第 の 審 議 事 項 で 御 座 い ま す が 、 第 １ 号 議 案 か ら 第

８ 号 議 案 ま で ８ つ の 議 案 が 付 議 さ れ て お り ま す 。 第 １ 号 議 案 は

流 山 都 市 計 画 平 方 ・ 中 野 久 木 物 流 施 設 地 区 地 区 計 画 の 決 定 に つ

い て 、 第 ２ 号 議 案 か ら 第 ５ 号 議 案 は 、 運 動 公 園 周 辺 地 区 の 土 地

区 画 整 理 事 業 に 関 連 し て お り 、 第 ２ 号 議 案 は 流 山 都 市 計 画 用 途

地 域 の 変 更 に つ い て 、 第 ３ 号 議 案 は 流 山 都 市 計 画 高 度 地 区 の 変

更 に つ い て 、 第 ４ 号 議 案 は 流 山 都 市 計 画 運 動 公 園 北 地 区 地 区 計

画 の 変 更 に つ い て 、 第 ５ 号 議 案 は 流 山 都 市 計 画 運 動 公 園 東 地 区

地 区 計 画 の 変 更 に つ い て 、 第 ６ 号 議 案 は 流 山 都 市 計 画 運 動 公 園

南 地 区 地 区 計 画 の 変 更 に つ い て で す 。 ま た 、 第 ７ 号 議 案 は 流 山

都 市 計 画 新 市 街 地 セ ン タ ー 地 区 地 区 計 画 の 変 更 に つ い て 、 第 ８

号 議 案 は 流 山 都 市 計 画 流 山 ９ 丁 目 地 区 地 区 計 画 の 変 更 に つ い て

で す 。こ れ ら が 付 議 さ れ て お り ま す の で 、委 員 の 皆 様 、よ ろ し く

お 願 い し ま す 。そ れ で は 、第 １ 号 議 案 に つ い て 審 議 を 行 い ま す 。

事 務 局 か ら 説 明 を お 願 い い た し ま す 。  

 

都 市 計 画 課 長  長 橋  

 都 市 計 画 課 の 長 橋 で す 。よ ろ し く お 願 い し ま す 。そ れ で は 、第

１ 号 議 案 、 流 山 都 市 計 画 平 方 ・ 中 野 久 木 物 流 施 設 地 区 地 区 計 画

の 決 定 に つ い て 説 明 を さ せ て い た だ き ま す 。  

ス ク リ ー ン を 御 覧 く だ さ い 。ス ク リ ー ン に は 、今 回 、決 定 し よ

う と す る 、 平 方 ・ 中 野 久 木 物 流 施 設 地 区 の 区 域 を 赤 色 で 示 し て

い ま す 。  

本 地 区 の 北 側 で は 、 西 深 井 物 流 施 設 地 区 及 び 平 方 北 部 物 流 施

設 地 区 、ま た 、南 側 で は 、流 山 イ ン タ ー チ ェ ン ジ 北 部 物 流 セ ン タ

ー 地 区 地 区 計 画 が 定 め ら れ 、 物 流 施 設 の 工 事 が 進 め ら れ て い る

と こ ろ で す 。  
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は じ め に 、 地 区 計 画 を 決 定 し よ う と す る 理 由 に つ い て 説 明 い

た し ま す 。当 該 区 域 を 含 む 新 川 耕 地 は 、市 街 化 調 整 区 域 で あ り 、

都 市 計 画 法 第 ３ ４ 条 第 １ ０ 号 の 規 定 に 基 づ き 、 地 区 計 画 に 定 め

ら れ た 内 容 に 適 合 す る 建 築 物 の 用 に 供 す る 目 的 で 行 う 開 発 行 為

が 認 め ら れ る こ と に な り ま す 。  

地 区 計 画 導 入 の 経 緯 に つ い て 説 明 い た し ま す 。 土 地 所 有 者 か

ら 平 成 ２ ９ 年 ７ 月 ７ 日 付 け で 、 地 区 計 画 等 の 案 の 内 容 と な る べ

き 事 項 の 申 出 が あ り 、 市 で は そ の 素 案 を 基 に 関 係 機 関 と 協 議 、

調 整 を 行 い 、 地 区 計 画 の 原 案 に 関 す る 説 明 会 を ９ 月 ９ 日 に 開 催

し 、 都 市 計 画 手 続 を 進 め て き ま し た 。  

ス ク リ ー ン を 御 覧 く だ さ い 。 今 回 、 地 区 計 画 を 定 め よ う と す

る 、平 方・中 野 久 木 物 流 施 設 地 区 周 辺 の 航 空 写 真 で 、区 域 を 赤 色

で 示 し て お り ま す 。  

な お 、北 側 の 黄 色 で 示 し て い る 区 域 が 、「 平 方 北 部 物 流 施 設 地

区 地 区 計 画 」 の 区 域 で あ り 、 そ の 北 側 に 青 色 で 示 し て い る 区 域

が 、「 西 深 井 物 流 施 設 地 区 地 区 計 画 」 区 域 で す 。  

こ ち ら が 、 当 区 域 を 北 西 側 か ら 見 た 写 真 で す 。  

そ れ で は 、 平 方 ・ 中 野 久 木 物 流 施 設 地 区 地 区 計 画 の 内 容 に つ

き ま し て 説 明 い た し ま す 。 議 案 の １ － １ ペ ー ジ 又 は 、 ス ク リ ー

ン を 御 覧 く だ さ い 。 地 区 計 画 の 計 画 書 に な り ま す 。 表 の 上 か ら

４ 段 目 に 「 地 区 計 画 の 目 標 」 を 記 載 し て い ま す 。「 平 方 ・ 中 野 久

木 物 流 施 設 地 区 は 、 常 磐 自 動 車 道 と 主 要 地 方 道 松 戸 ・ 野 田 線 が

接 続 し て い る 流 山 イ ン タ ー チ ェ ン ジ の 北 約 ２ ｋ ｍ に 位 置 し て い

る 。ま た 、地 区 の 東 側 に は 斜 面 樹 林 、西 側 に は 田 園 が 広 が る 自 然

的 景 観 が 形 成 さ れ て い る 。  

こ の た め 、 交 通 の 利 便 性 を 活 か し た 物 流 業 務 施 設 の 立 地 を 適

正 に 誘 導 す る と と も に 、 自 然 的 環 境 と 調 和 し た 産 業 ・ 流 通 の 拠

点 の 形 成 を 目 標 と す る 。」 と し て い ま す 。  

議 案 １ － １ ペ ー ジ を 御 覧 い た だ き た い と 思 い ま す 。「 計 画 書 」

の 表 の ５ 段 目 の「 区 域 の 整 備 、開 発 及 び 保 全 に 関 す る 方 針 」つ き

ま し て は 、「 土 地 利 用 の 方 針 」 と し て 「 常 磐 自 動 車 道 流 山 イ ン タ
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ー チ ェ ン ジ 及 び 主 要 地 方 道 松 戸 ・ 野 田 線 の 広 域 交 通 網 へ の 利 便

性 を 活 か し た 物 流 業 務 施 設 等 を 誘 導 す る と と も に 、 自 然 的 景 観

で あ る 周 辺 環 境 と 調 和 し た 土 地 利 用 を 図 る 。」 と し て い ま す 。  

次 に 、「建 築 物 等 の 整 備 の 方 針 」と し て 、「地 区 の 環 境 を 阻 害 す

る 建 築 物 等 の 用 途 の 制 限 を 行 う と と も に 、 自 然 的 景 観 等 の 周 辺

環 境 と 調 和 を 図 る た め 、 建 築 物 の 敷 地 面 積 の 最 低 限 度 、 建 築 物

等 の 高 さ の 最 高 限 度 、 壁 面 の 位 置 の 制 限 及 び 壁 面 後 退 区 域 に お

け る 工 作 物 の 設 置 の 制 限 並 び に か き 又 は さ く の 構 造 の 制 限 を 行

う 。」 と し て い ま す 。  

最 後 に 、「地 区 施 設 の 整 備 の 方 針 」と し て 、「市 の 治 水 の 計 画 に

基 づ き 、雨 水 調 整 機 能 を 確 保 す る た め 、公 共 空 地 を 配 置 す る 。な

お 、地 区 施 設 の 整 備 に つ い て は 、開 発 事 業 者 が 行 う も の と す る 。」

と し て い ま す 。 市 で は 、 新 川 耕 地 の 浸 水 対 策 と し て の 調 整 池 の

計 画 が あ り 、 地 区 施 設 と し て 、 調 整 池 を 位 置 付 け る も の で す 。  

議 案 １ － ２ ペ ー ジ を 御 覧 く だ さ い 。表 の １ 段 目 、「 地 区 整 備 計

画 」の「 地 区 施 設 の 配 置 及 び 規 模 」に つ い て 、説 明 い た し ま す 。

「 地 区 施 設 」と し て 、地 区 の 利 便 性 を 高 め る た め 、区 域 内 に 幅 員

約 １ ６ ｍ の 道 路 を 配 置 し ま す 。ま た 、市 の 治 水 の 計 画 に 基 づ き 、

容 量「 ５ ９ ，０ ０ ０ ㎥ 以 上 」の 調 整 池 を 配 置 し ま す 。ス ク リ ー ン

を 御 覧 く だ さ い 。地 区 施 設 で あ る 調 整 池 の 位 置 は 青 色 で 、ま た 、

道 路 の 位 置 は 黄 色 で 着 色 し て お り ま す 。  

次 に 、「 地 区 整 備 計 画 の 建 築 物 等 に 関 す る 事 項 」 に つ い て 、 説

明 い た し ま す 。  

地 区 計 画 で 定 め よ う と し て い る 事 項 は 、  

・ 建 築 物 等 の 用 途 の 制 限  

・ 建 築 物 の 敷 地 面 積 の 最 低 限 度  

・ 建 築 物 等 の 高 さ の 最 高 限 度  

・ 壁 面 の 位 置 の 制 限  

・ 壁 面 後 退 区 域 に お け る 工 作 物 の 設 置 の 制 限  

・ か き 又 は さ く の 構 造 の 制 限  

の ６ 項 目 と し て お り ま す 。  
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表 の ２ 段 目 の 「 建 築 物 等 の 用 途 の 制 限 」 に つ き ま し て は 、「 次

に 掲 げ る 建 築 物 以 外 は 、建 築 し て は な ら な い 」と し て 、当 該 区 域

に 建 築 す る こ と の で き る 建 築 物 を 掲 げ て い ま す 。  

① 輸 送 、 保 管 、 荷 捌 き 、 流 通 加 工 （ 物 資 の 流 通 の 過 程 に お け

る 簡 易 な 加 工 を い う 。） そ の 他 の 物 資 の 流 通 に 係 る 業 務 の

用 に 供 す る 倉 庫 、 工 場 又 は 事 務 所  

② 店 舗（ 専 ら 性 的 好 奇 心 を そ そ る 写 真 そ の 他 の 物 品 の 販 売 を

行 う も の を 除 く 。）、 飲 食 店 で そ の 用 途 に 供 す る 部 分 の 床 面

積 の 合 計 が ３ ０ ０ ㎡ 以 下 の も の  

③ 前 各 号 に 掲 げ る 建 築 物 に 附 属 す る も の  

④ 調 整 池 の 揚 排 水 に 必 要 な 施 設  

⑤ 公 衆 便 所 又 は 休 憩 所  

以 上 が 、建 築 物 等 の 用 途 の 制 限 の 内 容 で す 。産 業・流 通 系 施 設

の 建 築 を 誘 導 す る と と も に 、 周 辺 の 環 境 を 悪 化 さ せ る よ う な 用

途 の 建 築 物 を 制 限 す る こ と を 目 的 に 定 め る も の で す 。 た だ し 、

調 整 池 の 揚 排 水 に 必 要 な ポ ン プ 施 設 や 、 公 衆 便 所 等 に つ い て は

建 築 で き る こ と と し て い ま す 。  

次 に 、表 の ３ 段 目 の「 建 築 物 の 敷 地 面 積 の 最 低 限 度 」に つ き ま

し て は 、本 地 区 で は 、敷 地 面 積 の 最 低 限 度 を ３ ０ ，０ ０ ０ ㎡ と し

て お り 、敷 地 の 細 分 化 に よ る 環 境 の 悪 化 を 防 止 し ､環 境 の 保 全 及

び 形 成 を 目 的 に 定 め る も の で す 。た だ し 、「 調 整 池 の 揚 排 水 に 必

要 な 施 設 」と「 公 衆 便 所 又 は 休 憩 所 」に つ い て は 、た だ し 書 き を

設 け 、「 こ の 限 り で な い 」 と し て い ま す 。  

次 に 、表 の ４ 段 目 の「 建 築 物 等 の 高 さ の 最 高 限 度 」に つ き ま し

て は 、 建 築 物 等 の 高 さ の 最 高 限 度 を ３ １ ｍ と し て い ま す 。  

次 に 、表 の ５ 段 目 の「 壁 面 の 位 置 の 制 限 」に つ き ま し て は 、本

地 区 で は 、「建 築 物 の 外 壁 又 は こ れ に 代 わ る 柱 の 面 か ら 前 面 道 路

の 境 界 線 ま で の 距 離 は 、 １ 号 壁 面 線 に お い て 、 道 路 境 界 線 か ら

２ ５ ｍ 以 上 、 ２ 号 壁 面 線 に お い て 、 道 路 境 界 線 か ら １ ５ ｍ 以 上

と す る 。  

た だ し 、 次 に 掲 げ る 建 築 物 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。  
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 ① 調 整 池 の 揚 排 水 に 必 要 な 施 設  

 ② 公 衆 便 所 又 は 休 憩 所  

 ③ 安 全 保 安 員 詰 所 で 高 さ が ３ ｍ 以 下 、 か つ 、 床 面 積 の 合 計

が １ ０ ㎡ 以 下 の も の  

と し て い ま す 。  

敷 地 内 空 地 を 確 保 す る も の で す 。  

ス ク リ ー ン を 御 覧 く だ さ い 。 １ 号 壁 面 線 を 緑 、 ２ 号 壁 面 線 を

青 で 表 示 し て い ま す 。 １ 号 壁 面 線 と し て 、 建 築 物 の 外 壁 を 前 面

道 路 の 境 界 線 か ら 、２ ５ ｍ 以 上 と し 、２ 号 壁 面 線 で は 、１ ５ ｍ 以

上 建 築 物 の 外 壁 を セ ッ ト バ ッ ク す る こ と と し て い ま す 。  

次 に 、 表 の ６ 段 目 の 「 壁 面 後 退 区 域 に お け る 工 作 物 の 設 置 の

制 限 」 に つ き ま し て は 、「 壁 面 後 退 区 域 に は 、 工 作 物 （ 地 下 工 作

物 を 除 く 。）を 設 置 し て は な ら な い 。た だ し 、か き 又 は さ く 及 び 、

安 全 、 保 安 上 必 要 と 認 め ら れ る も の に つ い て は 、 こ の 限 り で な

い 。」と し て い ま す 。良 好 な 景 観 を 保 全 及 び 形 成 す る こ と を 目 的

に 、 先 ほ ど の 壁 面 後 退 に よ り 確 保 し た 敷 地 内 空 地 に つ い て 、 工

作 物 の 設 置 を 制 限 す る も の で す 。  

表 の ７ 段 目 の「 道 路 沿 い に 設 け る 、か き 又 は さ く の 構 造 は 、生

垣 又 は こ れ に 類 す る 植 栽 と し 、 フ ェ ン ス 等 を 設 け る 場 合 は １ 号

壁 面 線 に お い て は 、 前 面 道 路 の 境 界 線 か ら １ ５ ｍ 以 上 後 退 さ せ

る も の と す る 。 ま た 、 前 面 道 路 の 境 界 線 か ら １ ５ ｍ 以 上 の 植 栽

帯 を 設 け 、高 木 を 植 栽 し な け れ ば な ら な い 。た だ し 、門 柱 又 は 門

扉 で 、 安 全 、 保 安 上 必 要 な も の は 、 こ の 限 り で な い 。」 と し て い

ま す 。  

道 路 沿 い に つ い て は 、 良 好 な 景 観 の 保 全 及 び 形 成 を 目 的 と し

て 、 緑 化 す る こ と と し て お り ま す 。  

以 上 が 、 地 区 計 画 の 案 の 内 容 に な り ま す 。  

引 き 続 き 、都 市 計 画 の 案 の 縦 覧 結 果 に つ い て 報 告 い た し ま す 。

都 市 計 画 法 第 １ ７ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 平 成 ２ ９ 年 １ １ 月 １

３ 日 か ら ２ ７ 日 ま で の ２ 週 間 、公 衆 の 縦 覧 に 供 し ま し た と こ ろ 、

縦 覧 者 は ０ 名 、 意 見 書 の 提 出 は あ り ま せ ん で し た 。  
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最 後 に 、 都 市 計 画 手 続 き に つ い て 説 明 い た し ま す 。 本 日 の 流

山 市 都 市 計 画 審 議 会 の 議 を 経 て 、 千 葉 県 知 事 に 協 議 を 申 し 出 た

後 、 都 市 計 画 の 決 定 告 示 を 行 う 予 定 で す 。  

以 上 で 、 第 １ 号 議 案 の 説 明 を 終 わ ら せ て い た だ き ま す 。  

御 審 議 の ほ ど 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

内 山 会 長  

 ど う も あ り が と う 御 座 い ま し た 。 こ れ か ら 、 第 １ 号 議 案 に つ

い て 審 議 に 入 り た い と 思 い ま す が 、 そ の 前 に 審 議 会 議 事 録 の 議

事 録 署 名 人 を 選 出 さ せ て い た だ き ま す 。 本 日 の 審 議 会 で は 、 石

渡 委 員 と 乾 委 員 に お 願 い し た い と 思 い ま す が 、 い か が で し ょ う

か 。  

 

＜ 異 議 無 し の 声 ＞  

 

内 山 会 長  

 そ れ で は 、 石 渡 委 員 、 乾 委 員 、 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

そ れ で は 、 第 １ 号 議 案 に 対 し て 、 質 問 あ る い は 御 意 見 を 伺 い

た い と 思 い ま す が 、 ど う ぞ 挙 手 で 発 言 を お 願 い い た し ま す 。  

 

根 本 委 員  

 仕 事 柄 、 地 区 施 設 の 配 置 が 気 に な る の で す け れ ど も 、 道 路 と

調 整 池 が あ り ま し て 、 地 区 の ほ ぼ 真 ん 中 に 道 路 が あ り 、 調 整 池

が 縦 長 に あ り ま す が 、 前 回 の 審 議 会 で は 北 側 の 地 区 で 横 長 の 調

整 池 で し た 。  

道 路 の 配 置 が １ つ の 地 区 だ け で は な く て 全 体 の 中 で ど ん な 配

置 に な っ て い る の か 、 バ ラ ン ス が ど う な っ て い る の か 、 現 道 の

位 置 と か あ る と は 思 い ま す け れ ど も 、 全 体 的 で は ど の よ う な 配

置 に な っ て い る の か が 分 か れ ば 教 え て い た だ き た い 。  

 そ れ か ら 、 調 整 池 が 今 回 は 縦 長 で 前 回 は 横 長 で す け れ ど も 、

そ の 配 置 に 思 想 は あ る の か 教 え て い た だ き た い 。  
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都 市 計 画 課  松 田  

道 路 の 配 置 に つ き ま し て は 、 平 方 ・ 中 野 久 木 物 流 施 設 地 区 の

中 央 に 道 路 が 有 り ま す 。 黄 色 の 平 方 北 部 物 流 施 設 地 区 に つ き ま

し て は 、 道 路 は 有 り ま せ ん 。 そ の 北 側 の 西 深 井 物 流 施 設 地 区 に

つ き ま し て は 、 市 の 道 路 を 延 長 す る 形 で 道 路 が 有 り ま す 。 既 存

の 道 路 、新 設 道 路 、合 計 で ４ 本 の 道 路 が 配 置 さ れ ま す 。地 区 計 画

の 中 で は 設 定 し て お り ま せ ん が 、 開 発 協 議 の 中 で は １ ６ ｍ の 道

路 を 造 る と い う こ と で 協 議 は 進 ん で お り ま す 。  

 

根 本 委 員  

 全 体 の 中 で バ ラ ン ス よ く 配 置 さ れ て い る と い う こ と で す ね 。  

 

都 市 計 画 課  松 田  

 そ う で す 。  

 

宅 地 課 長  嶋 根  

 今 回 の 道 路 に つ き ま し て は 、 規 模 的 な も の 等 に よ っ て 車 両 の

出 入 り の 絡 み が あ り ま す の で 、 そ の 中 で 県 の 警 察 本 部 の 交 通 規

制 課 と 協 議 し て 道 路 整 備 を 考 え て い ま す 。 事 業 者 側 の 建 物 の 規

模 等 に よ っ て も 道 路 の 位 置 が 変 わ っ て き ま す 。 た だ 、 そ の 中 で

道 路 を 全 部 入 れ る か と い う と 交 差 点 協 議 や 、 交 通 安 全 も あ り ま

す の で 、 あ る 程 度 の 中 で は 横 断 を 入 れ て お り ま す け れ ど も 、 短

い ス パ ン で は 入 れ ら れ な い と い う 形 に な っ て い ま す 。 東 側 に 既

存 の 道 路 が 約 ４ ｍ か ら ７ ｍ の 幅 員 が あ り ま す が 、 そ ち ら に つ い

て も 原 則 １ ６ ｍ の 道 路 で 南 か ら 北 ま で 通 す よ う に な っ て お り ま

す 。 一 部 に は 学 校 や 保 健 施 設 が あ り ま す の で 、 そ の 部 分 に お い

て は 車 道 が ７ ． ５ ｍ と 両 側 歩 道 と い う 形 で 車 の 流 れ と い う の は

協 議 し て お り ま す 。  
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根 本 委 員  

 調 整 池 の 格 好 に つ い て は ど う な の か 。 思 想 は あ り ま す か 。  

 

河 川 課 長  中 西  

 調 整 池 に つ い て で す が 、 地 区 計 画 で 、 市 の 治 水 の 計 画 上 必 要

な 施 設 で 位 置 付 け て お り ま す 。よ っ て 、事 業 者 と の 協 議 の 中 で 、

事 業 者 の 建 物 配 置 や 地 形 な ど 、 そ の 辺 を 考 慮 し て 決 め て お り ま

す 。流 山 市 と し て は 、主 要 地 方 道 松 戸・野 田 線 の 東 側 に 新 川 承 水

路 と い う 細 長 い 水 路 が あ り ま す が 、 水 路 に 沿 っ た 形 で 縦 長 が 望

ま し く 、 新 川 承 水 路 の 上 流 で 水 を 入 れ て 下 流 で 吐 き た い と い う

縦 長 を 推 奨 し て い る の で す が 、 ど う し て も 真 ん 中 に 道 路 を 入 れ

た り 、建 物 を ３ 棟 建 て た り と か 、前 回 の 平 方 北 部 に お い て は 、北

側 に 寄 せ ざ る を 得 な か っ た と い う の が 事 実 で 御 座 い ま す 。  

 

乾 委 員  

 道 路 の 問 題 な の で す が 、 開 発 の 中 の 道 路 は 一 定 間 隔 で で き る

の だ と 思 い ま す け れ ど 、 車 の 流 れ は 旧 県 道 の 部 分 に 流 れ る と 思

わ れ 、 そ こ が 、 西 深 井 幹 線 と 北 団 地 の 所 く ら い し か 二 車 線 の 道

路 が 確 保 で き て な い と 思 う 。そ の 辺 の 道 路 交 通 問 題 と い う の は 、

ど の よ う に 供 給 さ れ て い る の か 、ト ー タ ル と し て 車 の 流 れ と か 。

ト ラ ッ ク は 県 道 を 利 用 す る と 思 う が 従 業 員 の 車 の 流 れ は ど う な

る の か 気 に な り ま す 。  

 

宅 地 課 長  嶋 根  

 物 流 に 関 し ま し て は 、 新 川 耕 地 一 帯 の も の も あ る の で す け れ

ど 、 個 々 の 事 業 体 に よ っ て 成 り 立 っ て お り ま す 。 個 々 の 事 業 体

で ま ず 、 搬 入 ル ー ト の メ イ ン と し て は 、 今 の 県 道 側 か ら 自 動 車

が 入 っ て ま い り ま す 。 そ の 中 で 新 設 道 路 、 若 し く は 既 存 道 路 の

拡 幅 が 終 わ っ た と こ ろ か ら 車 両 が 入 り ま し て 各 施 設 に 入 る よ う

な 形 に な っ て お り ま す 。 そ の 中 で 車 両 の 道 路 整 備 に つ き ま し て

は 、県 の 警 察 、県 と 協 議 を 行 い ま し て 、ほ ぼ 流 れ て い る 形 に な っ
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て お り ま す 。 県 の 警 察 本 部 の 交 通 規 制 課 と 協 議 の う え 、 安 全 性

に つ い て は 確 保 さ れ て い る と 思 っ て お り ま す 。  

 従 業 員 の 車 両 関 係 に つ き ま し て は 、 極 力 住 宅 街 の 出 入 り に つ

い て は お 願 い を し て 、メ イ ン 道 路 で 入 っ て も ら い ま す 。た だ し 、

従 業 員 の 募 集 に つ い て も 確 定 し て お り ま せ ん の で 、 は っ き り 申

し 上 げ ら れ な い の で す が 、 企 業 バ ス に つ い て 考 え て い る と も 聞

い て い ま す 。 企 業 バ ス を 使 う な ど し て 交 通 量 は 抑 え る と 聞 い て

い ま す 。 住 宅 街 の 抜 け 道 も あ る が 、 事 業 者 側 に お い て 通 勤 経 路

に つ い て 御 指 導 い た だ け る よ う お 願 い し ま す 。 よ っ て 、 北 団 地

を 抜 け る と い う こ と は 、 少 な い と 考 え て い ま す 。  

 

乾 委 員  

 ま だ 見 え な い と こ ろ も あ る で し ょ う け れ ど 、 住 宅 街 の 方 に 影

響 が 出 な い よ う に し て い だ だ き た い と 思 い ま す 。 ５ つ の 物 流 セ

ン タ ー で 、 か な り の 台 数 の 運 搬 車 両 が 県 道 を 通 る の で 、 県 道 の

舗 装 の 強 化 な ど 、 今 も 結 構 荒 れ て い る の で 、 県 道 の 整 備 を き ち

ん と 対 応 し て い た だ き た い と 要 望 し て お き ま す 。  

 

内 山 会 長  

 私 か ら ２ つ 質 問 で す 。  

調 整 池 ５ ９ ， ０ ０ ０ ㎥ と い う こ と で す け れ ど 、 容 量 の 根 拠 は

ど の よ う な も の で し ょ う か 。 例 え ば 近 年 の 異 常 気 象 に よ る 突 発

的 な 降 水 に も 降 雨 に も 対 応 で き る の か ど う か 。 計 画 洪 水 域 が １

時 間 降 雨 量 の 想 定 を ７ ５ ｍ ｍ や １ ０ ０ ｍ ｍ と し て い る の か 。 と

い う の が １ つ 。 た く さ ん 調 整 池 を 造 っ た は い い け ど 、 水 が 溢 れ

ち ゃ っ た と い う こ と は あ る の か 無 い の か が 心 配 だ と い う こ と で

す 。  

前 回 も 言 い ま し た け れ ど も 調 整 池 は 、 フ ェ ン ス で 囲 っ て 人 が

入 れ な い よ う に す る と の こ と で し た 。 そ れ は 、 危 険 だ か ら と い

う 点 か ら は 自 然 で す が 、 せ っ か く の 「 親 水 空 間 」 や 、「 み ど り の

ま ち 流 山 」、「景 観 の ま ち 流 山 」と い う と き に 、そ う い う 所 に 人 を
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入 れ な い と い う の は い か が な も の で す か 、 と い う の を 前 回 申 し

あ げ た と こ ろ で す 。 今 回 は 考 え て 工 夫 を し た と い う 答 え が あ る

の か と 思 っ た け ど 、 そ う で は 無 い と い う こ と で す の で 、 改 め て

検 討 を お 願 い し た い と 思 い ま す 。 調 整 池 に 関 し て は 容 量 の 問 題

と 、 親 水 の 問 題 に つ い て も う 少 し 前 向 き に 考 え て い た だ き た い

お 願 い で す 。  

そ れ か ら 更 に も う 一 つ は 最 近 、 物 流 情 勢 に お い て 中 国 等 で は

ド ロ ー ン を 飛 ば す と い う の が あ っ て 、 近 い 将 来 、 ド ロ ー ン で 物

を 運 ぶ と い っ た こ と に な っ た 際 に 、 何 か 障 害 に な る よ う な も の

が あ っ て は 困 る な と 思 っ て い る の で す け ど 、 上 空 空 間 と い う も

の を 考 え て も い い の か な と 思 い ま す 。 こ う い っ た こ と も 考 え て

い た だ け れ ば 嬉 し い と 考 え ま す 。 こ の 件 に つ い て 回 答 は 不 要 で

す 。  

 

河 川 課 長  中 西  

 調 整 池 の 容 量 に つ い て で す が 、 今 の 新 川 耕 地 、 御 存 知 の と お

り 地 標 高 が ３ ｍ の 所 と 、 高 台 で は ２ ０ ｍ 位 の 所 が あ り ま し て 、

そ こ か ら 一 気 に 下 水 道 計 画 上 で 毎 秒 ４ ０ ㎥ が 流 れ て き ま す 。 ５

年 に １ 回 の 雨 、 ５ ０ ｍ ｍ の 雨 に 対 し て ４ ０ ㎥ 流 れ て く る と い う

こ と に な り ま す 。 そ れ に 対 し て 新 川 耕 地 の 一 番 東 側 に 新 川 承 水

路 と い う 承 水 路 が あ り 、 そ の 承 水 路 が ２ ㎥ か ら ７ ㎥ く ら い し か

流 れ な い 。 今 ま で は ど う で あ っ た か と い う と 、 田 ん ぼ と か 休 耕

田 が あ り ま し た の で 、 そ ち ら で 水 を 受 け て い た だ い て 排 水 し て

い ま し た が 、今 回 の 物 流 計 画 で 、県 道 松 戸・野 田 線 の 東 側 が 全 部

埋 ま っ て し ま う と い う こ と で 、 そ う な っ て く る と ど う し よ う も

な い と い う こ と で 治 水 の 計 画 と し て 調 整 池 の 配 置 と 新 川 承 水 路

の 改 修 、 こ の ２ 本 立 て で 治 水 の 対 策 を し よ う と い う こ と に し ま

し た 。  

５ ０ ｍ ｍ の 雨 は ５ 年 に １ 回 の 下 水 道 計 画 で す け れ ど も 、 こ の

新 川 耕 地 の 流 域 は 、 今 上 落 流 域 と も な っ て お り ま し て 、 今 上 落

流 域 の 暫 定 計 画 が ７ ． ５ 年 に １ 回 の 雨 の 降 雨 強 度 式 な の で す 。
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こ ち ら の 降 雨 強 度 式 を 用 い ま し て 調 整 池 に 必 要 な 量 を 決 め ま し

た 。 量 に つ き ま し て は 、 新 川 承 水 路 が 溢 れ な い よ う に 地 点 ご と

の 流 量 を 出 し ま し て 、 そ こ か ら 溢 れ 出 て く る 雨 を 調 整 池 で 受 け

る と い う 、 将 来 的 に は 北 団 地 の 所 に ３ 基 目 を 設 け る 対 策 を 考 え

て お り ま す 。５ 年 に １ 回 の 雨 と 、７ ．５ 年 に １ 回 の 雨 を 考 慮 し て

い ま す 。  

 

内 山 会 長  

参 考 ま で に 申 し あ げ る と 、 流 山 Ｔ Ｘ 沿 線 の 整 備 事 業 地 内 の 調

整 池 は 当 初 は ５ ０ 年 な の で す 。 だ け ど ７ ５ ｍ ｍ に 対 応 で き る よ

う に 計 算 し 直 し て い た だ い た の で す 。 よ っ て 、 ７ ５ ｍ ｍ の 雨 で

も 対 応 し て 耐 え ら れ る よ う な 計 算 く ら い は し て お い て い た だ き

た い と 思 い ま す 。 ５ ０ ｍ ｍ で 計 算 し た か ら 良 し と す る の で は な

く 、 想 定 外 の 雨 で あ る ゲ リ ラ 豪 雨 で も 耐 え ら れ る と い う 計 算 を

し て は ど う か と い う 趣 旨 で 発 言 し ま し た 。  

 

都 市 計 画 課  松 田  

調 整 池 の 親 水 機 能 の こ と に つ い て 回 答 さ せ て い た だ き ま す 。

市 街 化 調 整 区 域 と い う 性 格 も 御 座 い ま す の で 、 常 時 人 が 降 り て

行 け る と い う と こ ろ ま で は 協 議 し て お り ま せ ん が 、 景 観 の 方 で

指 導 さ せ て い た だ き ま し て 、斜 面 、底 に つ き ま し て は 原 則 緑 化 、

池 底 に つ い て は き れ い な 水 が 流 れ る よ う に 、 ま た 周 辺 の フ ェ ン

ス に つ い て は 人 の 目 線 よ り 低 い フ ェ ン ス を 低 木 と 組 み 合 わ せ る

こ と で 調 整 池 を 覗 い て も 楽 し め る よ う な 親 水 空 間 と な る よ う に 、

景 観 の 手 続 き の 方 で 協 議 さ せ て い た だ い て お り ま す 。  

 

内 山 会 長  

 あ り が と う 御 座 い ま し た 。  

 

藤 井 委 員  

１ ６ ｍ 道 路 が ク リ ー ン セ ン タ ー 方 向 に 拡 幅 さ れ て き て 、 そ の
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頭 上 を 通 っ て い ま す 南 丁 字 路 方 向 か ら 流 山 イ ン タ ー の 方 に 向 か

う 、 そ の 下 な の で す け れ ど も 、 ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト の ガ ー ド 下

に な っ て い る 部 分 が 結 構 狭 く て 、 ま た 、 段 差 が 非 常 に あ る よ う

に 思 う の で す が 、 そ こ は 今 回 の １ ６ ｍ の 拡 幅 に 伴 い 、 何 か し ら

の 改 修 を し て 、ス ピ ー ド を 出 し て も 大 丈 夫 だ っ た り 、あ る い は 、

車 が す れ 違 え る よ う な っ た り な ど 、 何 ら か の 改 修 工 事 は 行 う の

で し ょ う か 。 物 流 部 分 で 当 然 ト ラ ッ ク の 台 数 も 非 常 に 増 え 、 ク

リ ー ン セ ン タ ー に 搬 入 す る パ ッ カ ー 車 も 多 く 通 る 区 域 な の で 、

そ の 辺 は ど う 考 え る の で し ょ う か 。  

 

宅 地 課 長  嶋 根  

今 の お 話 で す と １ 期 目 の 先 に な り ま す の で 、 通 常 、 物 流 の 車

に 関 し ま し て は 、 常 磐 道 を 抜 け な い で 、 全 て イ ン タ ー に 入 り ま

す 。出 る 方 は イ ン タ ー か ら 北 側 方 面 で す 。よ っ て 、常 磐 道 の 下 は

原 則 物 流 の 車 は 通 り ま せ ん 。  

 

藤 井 委 員  

は い 、 わ か り ま し た 。  

 

内 山 会 長  

ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト は 、 農 業 用 に 造 ら れ た の で す よ ね 。  

 

宅 地 課 長  嶋 根  

 は い 、 当 初 は 農 業 用 で 造 ら れ て い ま す 。 車 の 段 差 は あ り ま し

た け れ ど 、 物 流 を や っ た と き に 1ｍ ち ょ っ と は 下 げ て 段 差 の 解

消 は し て い る の で す け れ ど 、 大 型 が 通 ろ う と 思 え ば ギ リ ギ リ と

通 れ る と 思 い ま す け ど 、 一 車 線 に な っ て い ま す の で か な り 難 し

い と は 思 い ま す 。 物 流 業 者 に は 進 入 を 認 め ま せ ん の で 、 あ く ま

で も 県 道 と 常 磐 道 に 直 接 行 か れ ま す 。  
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藤 井 委 員  

は い 、 わ か り ま し た 。  

 

加 藤 啓 子 委 員  

 以 前 に 第 １ 物 流 倉 庫 が で き る 際 、「 ハ ー ト ケ ア の 後 ろ の 方 に 蛍

の 鑑 賞 会 に 影 響 は あ り ま せ ん か 。」 と の 話 を し た 時 に 、「 そ っ ち

の 方 じ ゃ な い の で 大 丈 夫 で す 。」と い う お 話 で し た が 、か な り 近

づ い て い る こ と も あ っ て 、 も う 蛍 は 違 う 場 所 に 移 し て い ま す け

れ ど も 、 調 整 池 の そ ば に 蛍 を 飛 ば し た と い う こ と は 可 能 で は な

い と い う こ と で よ ろ し い の で し ょ う か 。 環 境 団 体 の 方 か ら 何 か

意 見 と か 出 て い れ ば 教 え て く だ さ い 。  

 

宅 地 課 長  嶋 根  

今 回 の 計 画 の 中 に は 、そ の 用 地 に は 入 っ て い な い の で す け ど 、

環 境 団 体 と 蛍 を 守 る 会 と 話 し 合 い を し ま し て 、 ハ ー ト ケ ア さ ん

の 用 地 の 横 く ら い に 、 用 地 を 設 け る と い う こ と で 、 地 元 の 方 と

は 話 し 合 い が つ い て い る と 伺 っ て お り ま す 。  

 

加 藤 啓 子 委 員  

 実 際 問 題 、 な か な か 蛍 も 住 み に く い の か と 思 う の で 、 場 所 が

あ っ て も 飛 ば な い の か な と 思 い ま す 。 今 後 と も 環 境 の こ と も 考

え な が ら 進 め て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 

戸 倉 委 員  

 都 市 計 画 の 地 区 計 画 の 中 で 、 市 街 化 調 整 区 域 に お け る 地 区 計

画 の 運 用 基 準 に 適 合 し て い る と い う こ と が 書 い て あ り ま し て 、

今 改 め て そ れ を 確 認 す る と 、 容 積 率 の 最 高 限 度 及 び 建 ぺ い 率 の

最 高 限 度 に 関 す る 記 述 が 書 い て な い の で す が 、 記 憶 で は 、 流 山

市 の 市 街 化 調 整 区 域 は ２ ０ ０ パ ー セ ン ト で よ ろ し か っ た で す か

ね 。そ れ と 一 緒 だ か ら 今 回 書 い て い な い の か 、も し 、書 く 必 要 が

な い と 御 判 断 さ れ て い る 理 由 が あ れ ば 御 説 明 い た だ き た い 。  
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都 市 計 画 課  松 田  

今 回 、 地 区 計 画 の 申 し 出 に つ き ま し て は 、 基 本 的 に は 事 業 者

の 考 え の 中 で 始 ま っ て お り 、 流 山 市 で は 、 市 街 化 調 整 区 域 の 場

合 は 、 地 区 計 画 で 定 め な く て も 、 ６ ０ パ ー セ ン ト ／ ２ ０ ０ パ ー

セ ン ト が 原 則 と な っ て お り ま す の で 、 そ の 中 の 範 囲 で 収 め る と

い う 前 提 で 、結 果 と し て も そ の と お り の 計 画 と な っ て お り ま す 。 

 

内 山 会 長  

 そ の 他 い か が で す か 。 も し 無 け れ ば 、 本 議 案 の 諮 問 に 対 し て

の 答 申 を ま と め た い と 思 い ま す 。  

目 立 っ た 反 対 意 見 も な い こ と か ら 、「 原 案 に 賛 成 」と 答 申 し た い

と 思 い ま す が 、 賛 成 の 方 は 挙 手 を お 願 い し ま す 。  

 

＜ 挙 手 全 員 ＞  

 

内 山 会 長  

 あ り が と う 御 座 い ま す 。 で は 、 そ の よ う に 答 申 い た し ま す 。  

 

（ 一 旦 休 憩 、休 憩 中 に 農 業 振 興 課 、農 業 委 員 会 、河 川 課 職 員 退 出

し 、 再 開 ）  

 

内 山 会 長  

 で は 、審 議 を 再 開 し ま す 。続 い て 、第 ２ 号 議 案 か ら 第 ６ 号 議 案

に つ い て は 、 関 連 す る 内 容 と な っ て い ま す の で 、 一 括 し て 事 務

局 よ り 説 明 し て い た だ き た い と 思 い ま す 。 そ れ ぞ れ の 付 議 に 対

し て は 、 １ つ ず つ 賛 否 を 聞 き た い の で 、 そ れ ぞ れ 挙 手 を お 願 い

す る こ と に な り ま す が 宜 し く お 願 い い た し ま す 。 そ れ で は 事 務

局 か ら 議 案 の 説 明 を お 願 い し ま す 。  

 

都 市 計 画 課 長  長 橋  
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 都 市 計 画 課 の 長 橋 で す 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。 第 ２ 号 議 案

か ら 第 ６ 号 議 案 ま で は 、 現 在 施 行 中 で あ る 、 運 動 公 園 周 辺 地 区

一 体 型 特 定 土 地 区 画 整 理 事 業 に 関 連 す る 議 案 で す の で 、 一 括 し

て 説 明 さ せ て い た だ き ま す 。 本 議 案 に つ き ま し て は 、 土 地 区 画

整 理 事 業 の 工 事 の 進 捗 に 伴 い 、 用 途 地 域 、 高 度 地 区 及 び 地 区 計

画 の 変 更 を し よ う と す る も の で す 。  

 ス ク リ ー ン を 御 覧 く だ さ い 。今 回 、用 途 地 域 、高 度 地 区 及 び 地

区 計 画 の 変 更 を し よ う と す る 区 域 の 位 置 に つ い て 説 明 い た し ま

す 。 流 山 お お た か の 森 駅 と 流 山 セ ン ト ラ ル パ ー ク 駅 の 中 間 に 位

置 す る 、都 市 計 画 道 路  芝 崎 市 野 谷 線 、流 山 柏 線 、南 流 山 名 都 借

線 の 沿 線 の 区 域 で 、 赤 枠 で 囲 っ た 箇 所 で す 。  

続 い て 、 変 更 理 由 に つ い て 説 明 い た し ま す 。 運 動 公 園 周 辺 地

区 一 体 型 特 定 土 地 区 画 整 理 事 業 の 工 事 の 進 捗 に 伴 い 、 土 地 区 画

整 理 事 業 に お け る 土 地 利 用 計 画 に 基 づ き 、 今 回 、 変 更 を 行 う も

の で す 。  

続 い て 、変 更 内 容 に つ い て 説 明 し ま す 。は じ め に 、用 途 地 域 と

高 度 地 区 つ い て 説 明 し ま す 。 流 山 市 で は 「 流 山 市 用 途 地 域 指 定

基 準 」を 定 め て お り ま す 。今 回 、用 途 地 域 を 変 更 し よ う と す る 区

域 は 、 平 成 １ ０ 年 に 暫 定 用 途 地 域 と し て 第 １ 種 低 層 住 居 専 用 地

域 の 指 定 を 行 っ て い る 所 で す 。 こ の う ち 、 幹 線 道 路 で あ る 都 市

計 画 道 路 沿 い に つ い て は 、 用 途 地 域 指 定 基 準 に よ り 、 第 １ 種 住

居 地 域 へ 変 更 を し よ う と す る も の で す 。  

ま た 、高 度 地 区 に つ い て は 、「高 度 地 区（ 最 高 限 ）の 決 定 要 綱 」

に 基 づ き 、 用 途 地 域 の 変 更 の 内 容 に 合 わ せ て 、 高 度 地 区 の 変 更

を し て お り ま す 。  

ス ク リ ー ン を 御 覧 く だ さ い 。 右 側 の 「 変 更 前 」 と 書 か れ た 図

が 、 現 在 の 用 途 地 域 と 高 度 地 区 で す 。  

Ａ で 示 す 区 域 は 、 用 途 地 域 は 第 １ 種 低 層 住 居 専 用 地 域 で 、 高

度 地 区 の 指 定 は 御 座 い ま せ ん 。  

Ｂ で 示 す 区 域 は 、 用 途 地 域 は 第 １ 種 住 居 地 域 で 、 高 度 地 区 と

し て 、 第 １ 種 高 度 地 区 、 最 高 限 度 １ ２ ｍ を 指 定 し て お り ま す 。  
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Ｃ で 示 す 区 域 は 、 用 途 地 域 は 第 １ 種 住 居 地 域 で 、 高 度 地 区 と

し て 、 第 １ 種 高 度 地 区 、 最 高 限 度 １ ５ ｍ を 指 定 し て お り ま す 。  

一 方 、左 側 の「 変 更 後 」と 書 か れ た 図 が 、変 更 し よ う と す る 内

容 で す 。  

Ｄ で 示 す 区 域 は 、 用 途 地 域 は 第 １ 種 住 居 地 域 で 、 高 度 地 区 と

し て 、 第 １ 種 高 度 地 区 、 最 高 限 度 ２ ０ ｍ に 変 更 し よ う と す る 区

域 で す 。  

Ｅ で 示 す 区 域 は 、 用 途 地 域 は 同 じ く 第 １ 種 住 居 地 域 で 、 高 度

地 区 と し て 、 第 １ 種 高 度 地 区 、 最 高 限 度 １ ５ ｍ を 指 定 し よ う と

す る 区 域 で す 。  

続 い て 、 議 案 書 の ２ － ３ ペ ー ジ を 御 覧 く だ さ い 。 用 途 地 域 別

面 積 の 新 旧 対 照 表 と な っ て お り ま す 。 今 回 の 変 更 に よ っ て 、 第

１ 種 低 層 住 居 専 用 地 域 が 、約 １ ６ ．１ ｈ ａ 減 少 し 、第 １ 種 住 居 地

域 が 、 約 １ ６ ． １ ｈ ａ 増 加 し ま す 。  

次 に 、 議 案 書 ３ － ３ ペ ー ジ を 御 覧 く だ さ い 。 高 度 地 区 別 の 面

積 の 新 旧 対 照 表 と な っ て お り ま す 。  

今 回 の 変 更 に よ っ て 、 第 １ 種 高 度 地 区 、 最 高 限 度 １ ２ ｍ の 区

域 が 、約 ０ ．２ ｈ ａ 減 少 し 、第 １ 種 高 度 地 区 、最 高 限 度 １ ５ ｍ の

区 域 が 、約 １ ．６ ｈ ａ 増 加 し ま す 。同 じ く 、第 １ 種 高 度 地 区 、最

高 限 度 ２ ０ ｍ の 区 域 が 、約 １ ４ ．７ ｈ ａ 増 加 し ま す 。以 上 が 、用

途 地 域 及 び 高 度 地 区 の 変 更 内 容 で す 。  

続 い て 、 地 区 計 画 の 変 更 内 容 で す 。 ス ク リ ー ン を 御 覧 く だ さ

い 。運 動 公 園 北 地 区 を 青 色 、運 動 公 園 東 地 区 を 黄 色 、運 動 公 園 南

地 区 を 緑 色 で 表 示 し て い ま す 。 今 回 変 更 し よ う と す る 区 域 を 赤

枠 で 表 示 し て い ま す 。 地 区 計 画 で は 用 途 地 域 に 合 わ せ て 、 地 区

の 区 分 に お け る 地 区 の 名 称 を 定 め て お り ま す 。  

こ の た め 、 用 途 地 域 の 変 更 を 行 う こ と で 、 地 区 計 画 の 変 更 も

行 う こ と に な り ま す 。 具 体 的 に は 、 第 １ 種 低 層 住 居 専 用 地 域 か

ら 第 １ 種 住 居 地 域 に 変 更 し よ う と す る 区 域 を 、 地 区 計 画 の 区 域

の 区 分 で い う 地 区 の 名 称 を 「 戸 建 住 宅 地 区 」 か ら 、「 沿 道 市 街 地

地 区 Ａ 」に 変 更 し よ う と す る も の で す 。変 更 内 容 は 、地 区 の 区 分
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の 地 区 の 名 称 の 変 更 の み で 、 制 限 内 容 の 変 更 は 行 い ま せ ん 。  

ス ク リ ー ン を 御 覧 く だ さ い 。 運 動 公 園 北 地 区 地 区 計 画 の 計 画

図 を 拡 大 し た も の で す 。 続 い て 、 運 動 公 園 東 地 区 地 区 計 画 の 計

画 図 を 拡 大 し た も の で す 。 最 後 に 、 運 動 公 園 南 地 区 地 区 計 画 の

計 画 図 を 拡 大 し た も の で す 。 以 上 が 、 地 区 計 画 の 変 更 の 内 容 で

す 。  

引 き 続 き 、 都 市 計 画 の 案 の 縦 覧 結 果 に つ い て 、 報 告 い た し ま

す 。 都 市 計 画 法 第 ２ １ 条 第 ２ 項 の 規 定 に お い て 準 用 す る 、 同 法

第 １ ７ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 平 成 ２ ９ 年 １ １ 月 １ ３ 日 か ら ２

７ 日 ま で の ２ 週 間 、 公 衆 の 縦 覧 に 供 し ま し た と こ ろ 、 縦 覧 者 は

お り ま せ ん で し た 。 ま た 、 意 見 書 の 提 出 は あ り ま せ ん で し た 。  

最 後 に 、都 市 計 画 手 続 き に つ い て 、説 明 い た し ま す ｡本 日 の 流

山 市 都 市 計 画 審 議 会 の 議 を 経 て 、 千 葉 県 知 事 に 協 議 を 申 し 出 た

後 、 都 市 計 画 の 変 更 の 決 定 告 示 を 行 う 予 定 で す ｡  

以 上 で 、 第 ２ 号 か ら 第 ６ 号 議 案 の 説 明 を 終 わ ら せ て い た だ き

ま す ｡   

御 審 議 の ほ ど 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

内 山 会 長  

 あ り が と う 御 座 い ま し た 。 事 務 局 か ら 説 明 が あ り ま し た よ う

に 、 暫 定 的 な 地 区 で あ っ た わ け で す け れ ど も 、 最 終 的 な 用 途 地

域 に 変 更 し よ う と い う こ と で す 。 委 員 の 皆 様 、 御 意 見 や 御 質 問

が あ り ま し た ら 、 ぜ ひ お 願 い い た し ま す 。  

 

乾 委 員  

 運 動 公 園 地 区 に つ い て は 、 ま だ 見 直 し が で き る 状 況 が あ る の

で は な い か と 思 い ま す 。 区 画 整 理 の 中 で や る 小 学 校 の 用 地 が 確

保 さ れ て い た の が 無 く な っ て 、 現 在 の 計 画 に な っ て い る の で す

が 、 学 校 用 地 の 問 題 、 そ れ か ら 緑 地 の 位 置 付 け の 問 題 な ど が あ

り 、 新 た な 都 市 計 画 に お い て 認 め ら れ な い と い う 意 見 を 持 っ て

お り ま す 。  
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内 山 会 長  

 具 体 的 に 事 務 局 へ の 注 文 は あ り ま す か 。 都 市 計 画 変 更 の 手 続

き を 行 っ て ほ し い な ど 。  

 

乾 委 員  

 そ う で す ね 。  

 

戸 倉 委 員  

 簡 単 に い う と 用 途 地 域 が 厳 し い と こ ろ を 緩 和 す る と い う こ と

に な る と 思 う の で す け れ ど 、 用 途 地 域 の 見 直 し を 、 こ の タ イ ミ

ン グ で 行 う 理 由 を 教 え て く だ さ い 。  

 も う １ つ は 、 沿 道 商 業 、 ロ ー ド サ イ ド 型 の 用 途 地 域 の 緩 和 に

お い て 、 市 と し て ど の よ う な 街 を 目 指 し て い る の か 教 え て い た

だ き た い 。  

 

都 市 計 画 課  松 田  

 タ イ ミ ン グ に つ き ま し て は 、 用 途 地 域 に つ い て は 定 期 的 に 見

直 し て い る も の で は な く て 、 土 地 区 画 整 理 事 業 の 進 捗 に 合 わ せ

て 行 っ て お り ま す 。 結 果 と し て 運 動 公 園 周 辺 地 区 に つ き ま し て

は 、平 成 １ ０ 年 当 初 指 定 か ら 平 成 １ ６ 年 、平 成 ２ ２ 年 、平 成 ２ ９

年 と 事 業 が 進 捗 し て 具 体 的 な 工 事 の 目 途 が 立 っ て き て 、 事 業 計

画 変 更 も 無 い と 確 定 し た 段 階 で 用 途 地 域 の 変 更 を 行 う も の で 御

座 い ま す 。  

 も う １ 点 目 の 一 種 住 居 に す る こ と に つ い て 、 街 づ く り の 考 え

方 に つ い て は ど う な の か と い う 御 質 問 で す け れ ど 、 基 本 的 に は

幹 線 道 路 と 準 幹 線 道 路 沿 い に つ き ま し て は 、 流 山 市 は 駅 前 商 業

地 を 除 い て 第 一 種 住 居 を 原 則 と し て 、 マ ン シ ョ ン も あ り 店 舗 も

あ り と い う こ と で 誘 導 し て お り ま す の で 用 途 指 定 基 準 に 合 わ せ

て 指 定 さ せ て い た だ き ま し た 。  
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内 山 会 長  

 現 実 に 道 路 が 昔 は 無 か っ た の が 出 来 て 自 動 車 が 走 る よ う に な

っ て 、 現 実 味 を 帯 び て き た か ら 現 実 的 な 用 途 に 変 更 し た と 私 は

理 解 し て い ま す け れ ど 。  

 

加 藤 修 一 委 員  

 進 捗 状 況 に 応 じ て 用 途 地 域 を 変 え る と い う 考 え 方 は 分 か る の

で す が 、 流 山 市 の 用 途 地 域 の 指 定 基 準 は ホ ー ム ペ ー ジ で 見 ら れ

ま す か 。  

 

都 市 計 画 課  松 田  

 ホ ー ム ペ ー ジ で は お 出 し し て お り ま せ ん が 、 都 市 計 画 課 の 窓

口 の ほ う に 来 て い た だ け れ ば 見 る こ と は 可 能 で 御 座 い ま す 。  

 

内 山 会 長  

 そ の 他 は よ ろ し い で す か 。 そ れ で は 採 決 を 行 い ま す 。  

 第 ２ 号 議 案 「 流 山 都 市 計 画 用 途 地 域 の 変 更 に つ い て 」 に 賛 成

の 方 は 挙 手 を お 願 い し ま す 。  

 

＜ 挙 手 多 数 ＞  

 

 賛 成 多 数 と い う こ と で す の で 、 そ の よ う に 答 申 い た し ま す 。  

第 ３ 号 議 案 「 流 山 都 市 計 画 高 度 地 区 の 変 更 に つ い て 」 に 賛 成

の 方 は 挙 手 を お 願 い し ま す 。  

 

＜ 挙 手 多 数 ＞  

 

 賛 成 多 数 と い う こ と で す の で 、 そ の よ う に 答 申 い た し ま す 。  

第 ４ 号 議 案 「 流 山 都 市 計 画 運 動 公 園 北 地 区 地 区 計 画 の 変 更 に

つ い て 」 に 賛 成 の 方 は 挙 手 を お 願 い し ま す 。  
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＜ 挙 手 多 数 ＞  

 

賛 成 多 数 と い う こ と で す の で 、 そ の よ う に 答 申 い た し ま す 。  

第 ５ 号 議 案 「 流 山 都 市 計 画 運 動 公 園 東 地 区 地 区 計 画 の 変 更 に

つ い て 」 に 賛 成 の 方 は 挙 手 を お 願 い し ま す 。  

 

＜ 挙 手 多 数 ＞  

 

賛 成 多 数 と い う こ と で す の で 、 そ の よ う に 答 申 い た し ま す 。  

第 ６ 号 議 案 「 流 山 都 市 計 画 運 動 公 園 南 地 区 地 区 計 画 の 変 更 に

つ い て 」 に 賛 成 の 方 は 挙 手 を お 願 い し ま す 。  

 

＜ 挙 手 多 数 ＞  

 

賛 成 多 数 と い う こ と で す の で 、 そ の よ う に 答 申 い た し ま す 。  

続 い て 、 第 ７ 号 議 案 及 び 第 ８ 号 議 案 に つ い て は 、 関 連 す る 内

容 と な っ て い ま す の で 、 一 括 し て 説 明 し て い た だ き 、 そ の 後 に

別 々 に 採 決 し た い と 思 い ま す 。 そ れ で は 事 務 局 か ら 議 案 の 説 明

を お 願 い し ま す 。  

 

都 市 計 画 課 長  長 橋  

第 ７ 号 議 案 及 び 第 ８ 号 議 案 に つ い て は 、 変 更 内 容 が 同 じ と な

っ て お り ま す の で 、 一 括 し て 説 明 い た し ま す 。  

今 回 の 変 更 は 、 都 市 緑 地 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 に 係 る 都

市 計 画 法 及 び 建 築 基 準 法 の 一 部 が 、 平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ 日 付 け で

改 正 さ れ る こ と に 合 わ せ て 、 地 区 計 画 に 記 載 し て い る 、 建 築 基

準 法 の 条 文 の 番 号 を 改 め る も の で す 。 制 限 内 容 に つ い て は 、 変

更 は あ り ま せ ん 。  

地 区 計 画 の 変 更 箇 所 に つ い て 説 明 い た し ま す 。 ス ク リ ー ン を

御 覧 く だ さ い 。  

画 面 右 上 の 、 流 山 お お た か の 森 周 辺 に 指 定 し て い る 赤 枠 で 囲
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っ た 区 域 が「 新 市 街 地 セ ン タ ー 地 区 」で す 。ま た 、画 面 左 下 の 赤

枠 で 囲 っ た 区 域 が「 流 山 ９ 丁 目 地 区 」で す 。こ ち ら は 主 に イ ト ー

ヨ ー カ ド ー 等 が 立 地 し て い る 区 域 で す 。  

こ の う ち 、「 新 市 街 地 セ ン タ ー 地 区 」内 で ピ ン ク 色 に 塗 ら れ た

近 隣 商 業 地 域 内 に 定 め て い る「 商 業 ・ 業 務 地 区 Ａ 」及 び「 流 山 ９

丁 目 地 区 」 の 全 域 に つ い て 、「 建 築 物 等 の 用 途 の 制 限 」 の 記 載 内

容 を 変 更 し よ う と す る も の で す 。  

ス ク リ ー ン を 御 覧 く だ さ い 。現 在 、都 市 計 画 法 で は 、１ ２ 種 類

の 用 途 地 域 が 定 め ら れ て い ま す 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 用 途 地 域 ご

と に 建 築 で き る 建 築 物 の 種 類 が 建 築 基 準 法 の 別 表 第 ２ に 「 い ろ

は 」 の 順 に 定 め ら れ て い ま す 。  

こ の 用 途 地 域 に つ い て 、 平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ 日 施 行 さ れ ま す 都

市 計 画 法 及 び 建 築 基 準 法 の 改 正 に よ り 、「 田 園 住 居 地 域 」と い う

用 途 地 域 が 追 加 さ れ 、 全 １ ３ 種 類 に な り ま す 。  

田 園 住 居 地 域 は 、 準 住 居 地 域 の 次 に 追 加 さ れ る た め 、 別 表 第

２ の 項 番 号 が １ つ 、ず れ て 、近 隣 商 業 地 域 の 制 限 を 定 め る（ ち ）

項 が （ り ） 項 に 変 更 さ れ ま す 。  

こ の こ と か ら 、地 区 計 画 の「 建 築 物 等 の 用 途 の 制 限 」に 記 載 し

て い る 、 別 表 第 ２ の 項 番 号 を 改 め る も の で す 。 地 区 計 画 の 制 限

内 容 に 変 更 は あ り ま せ ん 。  

建 築 物 等 の 用 途 の 制 限 の 変 更 に つ い て 、 計 画 書 の 記 載 内 容 を

説 明 い た し ま す 。 ス ク リ ー ン を 御 覧 く だ さ い 。  

「 新 市 街 地 セ ン タ ー 地 区 」の「 商 業 ・ 業 務 地 区 Ａ 」と「 流 山 ９

丁 目 地 区 」で は 、商 業 ・ 業 務 施 設 等 の 誘 導 を 図 る こ と か ら 、に ぎ

わ い を 創 出 す る た め 、「 次 に 掲 げ る 建 築 物 は 、建 築 し て は な ら な

い 。」と し て 、ス ク リ ー ン に 示 す 、建 築 物 の 制 限 を 行 っ て い ま す 。  

こ の 内 、⑥ と ⑦ の 制 限 の「 た だ し 書 き 」と し て 記 載 し て い る 、

「 建 築 基 準 法 別 表 第 ２ (ち )項 」の（ ち ）項 を（ り ）項 に 変 更 す る

も の で す 。  

以 上 が 、 地 区 計 画 の 変 更 の 案 に な り ま す 。  

引 き 続 き 、都 市 計 画 の 案 の 縦 覧 結 果 に つ い て 報 告 い た し ま す 。 
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都 市 計 画 法 第 ２ １ 条 第 ２ 項 の 規 定 に お い て 準 用 す る 、 同 法 第

１ ７ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 平 成 ２ ９ 年 １ １ 月 １ ３ 日 か ら ２ ７

日 ま で の ２ 週 間 、 公 衆 の 縦 覧 に 供 し ま し た と こ ろ 、 縦 覧 者 が １

名 、 意 見 書 の 提 出 は 御 座 い ま せ ん で し た 。  

最 後 に 、 都 市 計 画 手 続 き に つ き ま し て 説 明 い た し ま す 。  

本 日 の 流 山 市 都 市 計 画 審 議 会 の 議 を 経 て 、 千 葉 県 知 事 に 協 議

を 申 し 出 た 後 、 法 改 正 の 施 行 日 で あ る 、 平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ 日 付

で 都 市 計 画 の 変 更 の 決 定 告 示 を 行 う 予 定 で あ り ま す 。  

以 上 で 、 第 ７ 号 議 案 及 び 第 ８ 号 議 案 の 説 明 を 終 わ ら せ て い た

だ き ま す 。  

御 承 認 の ほ ど 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

内 山 会 長  

田 園 住 居 地 域 と い う 用 途 地 域 が 追 加 さ れ る こ と に よ っ て 、 項

ず れ が お き る た め 、こ れ を 承 認 し て く だ さ い と い う こ と で す が 、

た だ い ま の 議 案 の 説 明 に 対 し ま し て 、 御 質 問 な り 御 意 見 は 御 座

い ま す で し ょ う か 。  

 

＜ 無 し の 声 ＞  

 

無 し と い う こ と で す の で 、 採 決 を 行 い た い と 思 い ま す 。  

第 ７ 号 議 案 「 流 山 都 市 計 画 新 市 街 地 セ ン タ ー 地 区 地 区 計 画 の

変 更 に つ い て 」 事 務 局 の 説 明 し た 原 案 を 承 認 し て い た だ け ま す

で し ょ う か 。 賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  

 

＜ 挙 手 全 員 ＞  

 

挙 手 全 員 で す の で 、 そ の よ う に 答 申 い た し ま す 。  

で は 、 最 後 に 第 ８ 号 議 案 「 流 山 都 市 計 画 流 山 ９ 丁 目 地 区 地 区

計 画 の 変 更 に つ い て 」 事 務 局 の 説 明 し た 原 案 を 承 認 し て い た だ

け ま す で し ょ う か 。 賛 成 の 方 は 挙 手 願 い ま す 。  
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＜ 挙 手 多 数 ＞  

 

挙 手 全 員 で す の で 、 そ の よ う に 答 申 い た し ま す 。  

以 上 で 議 案 の 審 議 は 終 了 い た し ま し た 。 皆 様 ど う も あ り が と

う 御 座 い ま し た 。こ の 後 は 、進 行 を 事 務 局 に お 願 い い た し ま す 。  

 

都 市 計 画 課  近 藤  

 以 上 で 平 成 ２ ９ 年 度 第 ２ 回 流 山 市 都 市 計 画 審 議 会 を 終 了 し ま

す 。  

皆 様 、 長 い 間 お 疲 れ 様 で し た 。  

 

― 以 上 ―  

 


